
凪
灘
の
報
散
の
希
盤
を
起
し
滋
が
今
相
磯
を
糧
卑
小
却

敬
遺
憾
と
し
て
居
る
｡
蓋
し
丘
陵
地
､
浸
蝕
轟
地
∵

プ

レ
ー
ス
､
泥
-
刻
め
る
河
に
よ
･Ja
で
開
展
さ
れ
た
池
雅

を

均
寮
が
氏
の
審
美
眼
を
引
き
つ
け
た
轟
は
察
す
る
に

刺
-
な
い
｡
其
後
此
事
を

互
智
部
博
士
に
話
し
た
ら
､
を

の
賀
川
に
つ
き
て
は
面
白

い
事
が
あ
る
と
孟

nFt
つ
A
.

成

年
地
筑
見

警

侶

ナ

ウ
マ
ン
氏

に
引
率
せ
､見
た
地
贋

及
球
讐

準

生
数
名
は
米
川
に
約
ふ
て
秩
父
鈷
地
に
入
っ
た
O
共
時
'
私
は
河
肺
に

て
砂
余
を
噛
ん
だ
濃
を
孜
兄
し
て
･
ナ
ウ

マ
ン
氏
に
米
め
ら
れ
た
串
等

あ
っ
て
､
遊
ん
で
資
川
綿
畔

の
宿
願
に
泊

っ
た
｡
約
め
て
挿
入

の
珍
客

を
見
た
人
々
の
幣
は
多
大
で
あ
り
た
が
ー
柄

の
女
主
人
は
私
に
耳
綿
し

て
云
ふ
に
は
,｢
あ
ん
な
立
派
な
人
外
此
牡

の
中
に
あ
ら
う
と
は
思
は
な

ん
だ
｣
と
て
如
何
に
も
感
擬
し
て
解
た
｡

青

春

に

溢

れ

た

る

白

人

の

透

徹
清
澄
在
る
色
彩
は
我

の
精
と
で
79
見
え
ね
で
あ
滝
う
其
人
も
'
私
の
過
っ
た

時
は
痩
型
の
光
頭
の
好
々
爺
と
在
っ
て
居
た
.
春
風
秋

雨
六
十
年
人
巳
に
遠
-
苗
に
磯
讃
奇
遇
の
任
話
を
俸

へ

で
ナ
ウ
マ
ン
氏
の
魂
の
舘
つ
カ
雛
源
の
風
色
が
世
に
覗

は
る
J
機
縁
i
jな
ら
人
事
を
希
望
す
る
｡

福

知

山

盆

地

と

由

早

川

所
要
地
圃

二
十
溺
分
ノ
一
軒
開
脚

新
都
及
大
-

混
濁
分
ノ
一
地
形
樹

洞
卿
川
､
綾
部
'
大
江
山

二
頂
五
千
分
二

地
形
問

締
知
山
水
部
及
同
西
部

揃
知
山
盆
地
と
由
良
川

八
ー

田

久

太

郎

一
､
地

形

二
十
寓
分
二

帝
開
聞
京
都
及
大
阪
淡
の
北
西
部
を

アヤ
ベ

占
め
る
稲
知
山
盆
地
は
'
兼
は
綾
部
か
ら
酉
は
両
知
山

云

温

五
五



地

球

節
二
十
六
番

町
ま
で
由
良
川
は
沿
ふ
て
兼
西
は
約
十
五
粁
､
南
北
約

7
･
五
1
二
粁
の
桶
で
開
け
､
何
滴
知
両
町
で
同
様
を

幅
で
丁
字
形
は
南
北
約
七
粁
の
盆
地
は
終
っ
て
ゐ
る
｡

rJ
の
部
が
前
知
山
盆
地
の
主
要
部
分
で
あ
る
｡

盆
地
の
形
を
餌
些
細
は
観
察
す
る
と
､
由
良
川
の
支

流
は
杓
う
て
分
岐
し
て
ゐ
る
の
で
､
名
状
し
難

い
複
新

を
形
を
量
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
福
知
山
町
の
北
西
は
敬
川

と
荒
川
の
小
支
谷
盆
地
が
加
は
み
､
又
北
米
方
で
は
報

恩
寺
川
･犀
川
･以
久
田
州
の
支
谷
が
加
は
っ
て
ゐ
る
｡

支
盆
地
の
走
向
は
東
西
叉
は
北
々
酉
-
商

々
東
の
も
の

が
多
-
て
'
地
質
構
造
線
の
方
向
と

一
致
し
て
ゐ
る
｡

盆
地
の
高
庇
は
著
る
し
-
低
-
i,
北
方
敬
川
と
の
食
流

動
で
は
約
十
二
光
二
.潤
知
山
北
練
で
十
五
米
､
綾
部
近

郊
で
三
九
米
飴
に
過
ぎ
在

5,.

盆
地
の
四
用
は
五
首
乃
至
六
宵
米
は
蓮
す
る
鬼
ケ
城
･

鳥
凍
｡購
慶
川
･
高
森
等
の
古
庄
暦
山
地
が
取
巻

い
て
ゐ

る
｡
此
等
の
山
地
は
古
蕉
代
の
褐
曲
地
層
数
枚
断
し
た

隆
起
準
平
瀬
で
､
盆
地
は
地
溝
盆
地
で
あ
J.Q
O
然
し
断
層

崖
は
潜
る
し
い
肝
析
さ
れ
で
地
溝
盆
地
は
厚

い
堆
積
暦

歩
四
軟

式
力

五
六

で
被
は
れ
山
麓
線
は
着
る
し
-
屈
曲
を
為
し
て
ゐ
る
O

盆
地
の
堆
積
層
は
磯
と
粘
土
が
交
互
に
水
軍
は
韮
つ
で

ゐ
る
｡
盆
地
の
慮
々
に
五
〇
～

1
五
〇
米
内
外
の
丘
陵

ア
サ
ヒ
サ
ン

性
山
地
が
あ
る
｡
例

へ
ば
福
知
山
城
地
の

朝

阿

山

･

相

知
巾
町
東
方
約

一
･
五
肝
の
愛
宕
山
及
び
を
の
稀
南
方

(

涌

中
西
魂
)
の
明
細
森
が
あ
わ
､
同
性
質
の
も
の
と
恩

は
れ
る
の
は
長
田
野
の
旗
竿
山

｡
以
久
田
野
の
小
閑
等

が
あ
る
｡
此
等
何
れ
の
丘
陵
は
79
着
塵
代
の
砂
岩
又
は

貼
叔
岩
が
露
出
し
て
ゐ
る
の
で
'
頑
知
山
地
溝
盆
地
成

典
は
際
し
て
隅
落
し
た
地
塊
の
上
部
が
残
っ
て
ゐ
る
も

の
で
あ
ら
う
｡

盆
地
は
近

い
地
質
時
代
ま
で
湖
沼
で
あ
っ
た
と
推
定

せ
ら
れ
る
｡
土
地
の
沈
降
に
よ
っ
て
狭
長
を
盆
地
は
湖

沼
と
化
し
'
周
囲
の
山
地
よ
さ
運
搬

さ
れ
た
岩
層
は
厚

-
堆
積
さ
れ
た
｡
荒
木
御
社
の
乱
費
で
あ
る
紳
並
山
記

に
蘇
我
民
放
物
部
氏
が
巡
撫
位
と
し
て
見
え
た
時
地
名

を
邑
民
は
間
は
れ
ね
が
そ
の
答
に

｢
････‥
此
の
都
を
天

肘
と
云
以
邑
を
船
路
と
申
す
｡
‥
-
･,船
路
と

い
云
ふ
は

古
此
の
所
梅
終
夜
-
と
停
ふ
-
-
･･L
Lこ
の
句
が
あ
-
､
又



滴
知
-;
の
欄
万
約
四
軒
の
岩
間
は
骨
て
頗
竃
が
あ
っ
て

異
堕
し
て
ゐ
ね
云
払
偉
へ
が
残
っ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
か
ら

見
る
と
或
る
時
代
に
は
盆
地
内
に
梅
が
入
込
む
で
ゐ
ね

と
も
恩

へ
る
｡
其
の
後
の
上
昇
は
､
由
良
川
の
復
活
と

改
み
､
厚

い
堆
積
暦
を
開
粧
し
て
四

用
に段
丘
を
残
す

に
至
っ
た
｡
両
知
山
及
び
綾
部
の
妃

郊
で四
段
乃
車
五

段
の
段
丘
む
見
る
輩
が
出
凍
る
の
は
'
土
地
の
上
昇
が

間
軟
的
に
数
回
繰
返
さ
れ
た
事
を
物
語
っ
て
ゐ
る
.

〓
'
段

丘

段
丘
の
内
最
も
著
る
し
い
の
は
､
福
知
山
町
の
南
東

約
二
粁
の
地
鮎
か
ら
東
方
高
森
の
山
麓
に
亘
っ
て
展
開

し
て
ゐ
る
長
田
野
で
あ
る
.

面積
は
四
百
町
歩
(
四
平
方

秤
)
平
均
高
度
は
七
〇
米
内
外
の
段
丘
で
あ
る
｡
浸
蝕

の
弾
度
は
至
っ
て
若
-
､
幼
年
初
期
の
状
態
は
あ
る
｡

兼
備
の
大
鼓
脱
の
如
き
は
殆
ん
ど
平
坦
覆
面
と
し
て
残

っ
て
ゐ
る
｡
fJ
の
段
丘
而
上
は
陥
落
地
塊
が
丘
陵
状
に

立
つ
y
ゐ
る
｡
旗
竿
山

二

一子
山
等
そ
の
例
で
育
塾
代

粘
板
岩
が
露
出
し
ィ,
ゐ
る
｡
陸
軍
第
四
師
問
の
管
轄
す

る
陸
軍
演
習
場
と
な
っ
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
三
1rii:八
十
五

耐
知
山
盆
地
と
由
良
川

町
渉
が
明
治
四
十
三
年
六
月
六
日
は
ー
傭
格
二
十

一
常

例
で
下
六
人
部
村
よ
-
棄
却
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

rJ
の
段
丘
と
同

.I
性
質
の
も
の
が
盆
地
の
北
兼
に
春
す

る
以
久
田
野
で
戯
さ
約
二
平
方
粁
ほ
近

い
O
最
近
ま
で

針
葉
樹
林
地
及
び
草
地
と
し
て
顧
み
ら
れ
在
か
つ
ね
が

昭
和
八
年
の
四
月
か
ら
京
都
府
立
城
丹
驚
業
畢
校
が
校

友
骨
の
事
業
と
し
て

二

六
八
五
坪
を
坤
二
七
銀
で
買

収
し
.
開
墾
作
業
に
従
事
し
た
｡
昭
和
十
年
度
の
収
穫

成
績
は
左
の
如
-
で
あ
っ
た
と
い
ふ
O

鵬
鈴
番

六
〇
〇
灘

陣
朽

八

石

小
静

六
市

報
搬

l
O
O
O
貨

琴

且

二
〇
〇
〇
淑

小
五

二
石

什
舘

三
〇
〇
〇
懲

桑
葉

五
四
〇
〇
耳

炎

他
称
･
桃
｡
粒
｡
胡
桃

･
祁

鶴
｡
梨

等
の
光
岡
が
約

7
町
渉
撫
替
せ

ら
れ
そ
の
成
約
が
比
日
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
苑
地
以
久
m
村
民
も
こ
ゝ
に

桑
榊
を
開
毅
し
っ
1
あ
る
｡

次
は
潜

る
し

い
の
は
四
十
米
段
丘
で
七
両
知
山
城
虻

か
ら
南
方
岡
ノ
町

へ
細
長
-
残
存
し
て
ゐ
る
.

砂
岩
の

露
出
し
て
ゐ
る
階
没
山
塊
が
由
良
川
の
浸
蝕
に
抗
し
た

馬
に
其
南
方
に
段
丘
が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
骨
で
は
涌

知
山
城
の
あ
っ
た
地
で
あ
る
が
現
在
は
住
宅
地

･
衛
戊

二
八
七

五
七



地

球

節

二
十
大
食

病
院

･
女
撃
枕

｡
雛
二
十
聯
除
等
の
譜
甘
粕
が
あ
る
｡ア
ン

地
道
は
fJ
･/
計
切
通
し
で
東
西
は
通
じ
た
?
牝
甥
の
庵

ガ

ササべ

我
射
光
方
の
雀
部
材

･
中
筋
村
等
ほ
7g
よ
Y
凝
っ
て
ゐ

る
○第

三
の
段
丘
は
三
十
光
で
､
第
四
の
段
丘
の
二
十
耳

米
と
北
ハほ
盆
地
に
散
在

す
る
衆
落
立
地
と
壕
つ
で

ゐ

る
｡
を
の
最
も
模
式
的
夜
の
は
福
知
山
町
字
堀
の
地
溝

で
そ
の

.L
部
は
練
兵
場
舵
利
用
さ
れ
て
偽
る
｡
編
知
山

中
撃
棟
庵
か
J
る
段
丘
上
は
あ
る

｡
つ
い
で
庵
我
相
の

由
良
川
畔
に
十
五
兼
の
解
式
段
丘

が
見
せ
る
｡

か
-
蘭
知
山
町
四
近
は
段
丘
の
潜
る
し
-
教
壇
す
る

こ
と
が
地
形
の
特
色
で
あ
る
｡
盆
地
の
東
端
綾
部
町
の

.

キ
､t

南
方
寧
寺
及
び
北
方
望

口
美

村
瀬
は
些
向
九
十
米
の
段

丘
が
あ
る
｡
つ
い
で
七
†

六
十
孟

十
.･
四
十
と
十
朱

毎
に
階
段
状
に
段
丘
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
｡
綾
部
町
は

七
十
｡六
十
十
五
十

･
四
十
米
の
四
段
丘
に
跨

っ
て
磯
逢

し
た
町
で
南
方
に
高
-
在
ケ
て
ゐ
る
｡

三
､
盆
地
と
交
通
路

桶
却
山
町
は
背
水
山
陰
の
大
阪
と
耕
せ
-
れ
る
商
都

で
､
北
丹

波
の
中
心

地
で
あ
-

山
陰
道
の

要
地
智
古

め
て
ゐ
る

の
で
盆
地

の
四
周

へ

の
交
通
路

も
よ
-
通

じ
て
ゐ
る

1
'
稲

舟
.〓

町
よ

ら
由

つ ほ の 良
て後 流 ノJI



北
進
し
下
天
鍵
の
取
除
を
過
ぎ
河
守
盆
地
は
迫
ず

る
79
の
｡

2
.
枚
州
に
沿
う
て
新
関
山
方
面
に
通
ず
る
79
の
-

山
陰
道
｡

3
､
榎
峠
(
三
〇
〇
米
)
む
経
て
佐
治
方
南
に
迫
ず
る

も
の
-
佐
治
街
道
0

4
.
由

津
幡
(
九
五

･
三
光
)
を
経
て
大
阪
方
南
に
通

ず
る
も
の
-
大
阪
荷
造
｡

5
'
江
月
ケ
坂
(
四
〇
米
)
を
経
て
園
部

･
京
都
は
通

ず
る
も
の
-
山
陰
道
｡

6
.
盆
地
の
滴
練
を
東
進
L
t
綾
部
を
経
由
し
て
由

良
川
に
沿
払
園
部
は
迫
ず
る
も
の
～
綾
部
街
道
0

7
P
綾
部
よ
-
舞
鶴
芳
面
に
迫
ず
る
も
の
-
舞
鶴
街

道
｡

8
､
盆
地
の
北
総
を
由
良
川
に
沿
う
て
東
進
L
t
綾

部
は
迫
ず
る
も
の
｡
･

9
ヾ
8
の
途
中
小
月
よ
-

物
部
を
総

て河
守
盆
地
に

通
ず
る
も
の
.

右
の
内
山
陰
道
は
上
古
か
ら
出
雲
地
方
と
社
歌
と
む

踊
細
山
銑
地
と
由
良
川

結
ぶ
韮
箪
夜
伽氾
路
と
し
て
利
附
川せ
ら
れ
た
も
の
で
､
四

造
撒
軍
の
派
治
さ
れ
ね
の
も
此
の
道
路
に
沿
う
で
で
あ

つ
ヵ
o

綾
部
術
淀
は
盆
地
商
練
の
段
丘
上
を
通
過
し
､
供
水

の
寛
を
免
れ
､
盆
地
の
崇
群
を
結
ぶ
も
の
8J
JL
で
は
利

用
償
借
が
最
も
着
る
し
い
｡
綾
部
頑
知
山
間
で
二
回
政

道
を
横
断
す
る
不
便
と
'
小
屈
曲
を
な
せ
る
事
及
び
道

幅
の
狭

い
轟
等
の
班
由
か
ら
'
昭
和
十
年
秋
は
共
等
の

敏
鮎
を
除
-
産
業
道
路
が
完
成
し
た
｡
政
道
は
由
良
川

に
沿
う
て
敷
設
さ
れ
'
地
形
と
の
繭
係
が
密
接
で
あ
る

事
を
不
し
て
ゐ
る
｡

E
Z､
繋

落

盆
地
に
散
鮎
す
る
栗
蕗
に
は
集
村
が
多

い
｡
こ
れ
は

此
の
盆
地
の
産
業
が
米

･
奔

･
寒
鴛
に
主
力
を
狂

い
で

ゐ
る
農
業
本
位
の
盆
地
に
と
っ
て
､
自
然
に
敏
速
し
た

も
の
で
あ
る
0
熱
も
小
さ
な
乙
の
基
材
が
盆
地
を
南
北

に
横
切
っ
て
殆
ん
ど
等
距
離
に
分
布
す
る
革
と
'
大
部

分
は
段
丘
上
に
磯
達
し
で
ゐ
る
革
は
潜
る
L

S,特
色
で

あ
る
0

夫九

五

九



地

球

節
二
十
六
沓

段
丘
上
に
分
布
す
る
即
由
は
国
風
々
起
る
由
良
川
洪

水
の
審
む
免
れ
る
rJ
と
､
聞
良
飲
粁
水
が
得
ら
れ
る
乙

と
.
囲
土
地
高
-
排
水
ュ
-
衛
生
に
よ
い
乙
と
'
刷
山

地
と
田
畑
の
中
間
に
棟
罷
し
､
鼻
側
は
健
で
あ
る
乙
と

は
蹄
す
る
｡
此
の
住
居
地
選
種
の
催
件
が
古
代
人
は
既

は

r
uう
で
あ
っ
た
革
は
､
以
久
田
村

･
育
英
村
等
に
特

に
多
-
分
布
す
る
事
項
の
位
置
は
よ
っ
て
も
推
察
n
れ

る
｡
問
っ
て
盆
地
交
通
の
主
要
道
路
は
集
村
を
連
ね
て

段
丘
上
は
衣
少
､
山
陰
線
も
綾
部
･葡
知
山
間
は
商
の
段

丘
上
は
在
る
｡
盆
地
横
断
の
南
北
交
通
路
は
東
酉
の
交

通
は
封
し
て
副
次
的
は
過
ぎ
な

い
｡
苦
る
し
い
例
外
と

し
て
は
而
知
山
町
の

一
部
が
低
地
は
あ
る
輩
で
あ
る
｡

こ
れ
は
交
通
の
交
叉
瓢
で
'
地
方
商
業
の
中
心
を
町
の

生
命
と
す
る
為
に
恋

い
井
戸
水

(
昭
和
八
年
よ
少
上
水

道
完
備
)
と
､
洪
水
は
倦
み
乍
ら
も
乙
の
低
地
に
敏
捷

し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

緊
蕗
の
地
名
を
見
る
と
川
や
湖
沼
に
踊
係
し
た
も
の

イ
サ

が
多

い
｡
石

原

(
相
中
節
付
)
･
高
津
･
大
島
･
槻
湘
･
長

イ
シ
ハヲ

イ
ザ
キ

砂

･
石

原

(

以
久
田
柑
)
･川

北･
猪

臓

･

栄
河
･
他
部
･
天

飾
田
班

二台

六

〇

津
･汲
江
･立
原
等
は
そ
の
例
で
あ
る
｡
叉
上
古
よ
か
氾

濫
原
を
利
用
し
て
桑
園
と
し
養
驚
業
が
盛
は
布
は
れ
で

ゐ
る
為
に
､
そ
れ
と
闘
係
の
あ
る
地
名
も
所
々
に
見
らγヤ

れ
る
｡
綾
部

｡
小
月
等
は
そ
の
例
で
あ
る
｡
綾
部
は

漆

ぺ部
で
あ
る
.
支
郵
民
族
の
鋸
化
人
で
.p
よ
-
綾
を
織
る

ム
レ

者
を
鍵
人
と
云
払
､
そ
の
部
を
綾
部
と
云
つ
ね
｡
雄
略

天
皇
の
御
代
は
秦
氏
を
桑
に
よ
ろ
し

き
土
地
は
遷
し
て

駕
を
飼
以
p
好
網
を
織
-
以
て
兼
を

弘
め
し
め
給
ふ
た

記
銘
が
あ
る
｡
rJ
の
時
綾
部
は
案
氏
の

一
族
を
分
僚
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
.
綾
部
近
郊
は
iL
墳
群
の
あ
る
の
は

そ
の

一
驚
で
あ
ら
う
｡
佐
嚢
村
の
小
月
は
驚
飼
が
特
化

し
た
も
の
と
推
療
さ
れ
て
ゐ
る
Lj

五
､
由
畏
川
と
洪
水

(
こ

由
良
川
の
特
色

北
丹
波
と
舛
後
の
地
を
流
れ
て
若
狭
鞄
は
注
ぐ
由
良

川
は
長
Tb
宵
四
十
粁
飴
は
過
ぎ
覆

い
が
欄
々
の
特
色
を

有
し
て
ゐ
る
｡

閃
支
流
の
多

い
こ
と
｡
支
流
教
官
五
十
飴
は
遷
す
｡

圃
流
域
が
h駅
-
千
八
宵
卒
方
肝
に
及
ぶ
乙
と
0



鞠
低
位
龍
を
流
れ
て
ゐ
る
rJ
と
0
崩御
知
川
盆
地
は
丹

波
第

山
の
低
地
で
あ
る
｡
随
っ
て
河
の
勾
配
が
歴

で
あ
る
｡

㈲
盆
地
を
醜
行
し
て
ゐ
る
｡
敦
も
潜
る
し
い
の
は
雀

郵
相
川
北
の
南
方
で
盆
地
の
所
々
に
は
三
日
月
湖

が
数
箇
散
瓢
し
て
ゐ
る
.
骨
で
由
良
川
は
痛
知
山

町
を
横
断
し
華
尾
部
落
で
北
折
し
荒
河
を
鹿
で
北

流
し
て
ゐ
光
春
は
'
古
老
の
言
と
.
そ
の
道
筋
に

常
る
所
は
地
下
に
石
が
多
-
て
井
戸
を
掘
-
御
衣

い
罫
と
､
そ
の

一
部
が
福
知
山
城
の
御
堀
と
し

て

最
近
ま
で
残
っ
て
ゐ
た
轟
等
ほ
よ
っ
て
了
解

さ

れ

る
0

以
上
の
特
色
は
由
良
川
の
洪
水
を
起
す
主
在
る
原
因

で
あ
る
｡
福
知
山
町
は
低
地
に
敬
連
し
た
為
は
乙
の
番

ハ
ぜ

を
受
け
る
罫
が
最
も
著
る
し
-
､
土

師

川
と
T
字
形
に

交
っ
て
ゐ
る
為
に
も
堤
防
の
決
惜
し
家
の
流
出
し
た
罫

も
屡
々
で
あ
る
｡

(
二
)

涌
知
両
町
の
洪
水

記
銘
の
春
す
る
寛
丈
六
年
以
後
の
洪
水
記
銀
は
次
の

弼
如
山
盆
地
と
山
良
川

様
で
あ
る
0

蒐
文
六
年
(二
三

二六)八
九
月
の
舵
大
水
七
庶
あ
-
Q

延
賓
大
神
(
二
三
三
八

)九
月
五
日
大
跳
水
｡

同
八
年
(
二
三
四
〇
)
五
月
十
七
日
よ
り
八
月
迄
に
川
水
八
鹿
､
八
月
十

五
日
大
跳
水
｡

元
利
元
年
(
二
三
四

1
)
大
溺
水
あ
り
､
死
者

二

三

人
O

貞
宰
三
年
(
二
三
四
六
)
九
月
九
日
大
凧
｡
排
水
､
統
失
声
敬
二
七
'
平

壌

1
瓦
｡

元
締

1
0
叫
(
二
三
五
七
)
五
月
十

'1
日
火
跳
水
､

l
丈

t
尺
｡

同

〓
ハ
年
(
二
三
六
三
)
八
月
十
八
日
大
的
水
O

草
体
六
年
(
二
三
八

一
)
八
月
十
五
日
大
的
水
､

一
光
八
八
｡

同
二
〇
年
(
ニ
三
九
五
)
六
月
十
八
日
よ
り
附
､
廿
日
夜
火
眺
水
'
死
人

多

-
壊
家

二

七
戸
｡

元
文
五
坤
(
二
四
〇
〇
)
六
月
大
約
水
｡

光
祐
二
年
(
ニ
拭

〇
九
)
七
月
三
日
跳
水
､

一
丈
七
八
｡

楽
勝
七
年
(
二
四

1
七
)
八
月
二
十
二
日
跳
水
､

1
丈
五
尺
O

明
和
元
年
(
二
川
二
雌
)
八
月
三
日
跳
水
､

1
丈
六
尺
O

文
化
"
1年
(
二
川
六
六
)
八
月
九
日
大
的
水
｡

文
政

t
二
年
(
二
四
八
九
)
七
月
十
八
日
洪
水
.

天
保

二

年
(
二
五
〇
g
)
六
月
倣
p
に
陣
耐
多
-
'
日
和
乞
を
な
す
｡

弘
化
四
年
(
二
五
〇

七
)
四
月
大
跳
水
｡

爵
永
元
年
(
二
五
〇
八
)
八
月
十
三
日
大
跳
水
､

1
丈
九
尺
O

殻
政
二
年
(
二
五

t
五
)
八
月
廿
日
大
跳
水
､
二
丈
O

孟

]

六

一



地

球

節
二
十
大
谷

玩

六

同
三
叫
(
二
五

二
ハ
)
五
月
十
五
日
大
跳
水
､

一
丈
珂
尺
｡

鎚
鵬
二
年
(
ニ
空

H
〇
五
月
十
五
日
大
洪
水
'

1
丈
九
尺
b

八
月
七
竺

f丈
七
尺
O
伺
十
六
日

1
丈
蛸
尺
｡

同
三
年
(
二
村三

七
)
四
月
廿
九
日
跳
水
'

1
丈
倒
尺
｡
七
月
十
九
日
的

水
､
二
丈
二
八
D

明
的
二
九
咋
(
二
九
五
六
)
八
月
≠

1
日
大
的
水
､
二
丈
二
八
O
流
失
三

c
c
)戸
､
死
侮
三
〇
〇
O
付
従
氷
閑
共
変
糾
下
御
差
出
｡

別
治
捌
〇
年
(
二
光
六
七
)八
月
廿
六
日
大
跳
水
､
二
丈
七
月
｡
内
相
町

流
失
O
倒
壊
流
失
家
屋
三
五
〇
月
､
余
町
税
と
な
る
｡
十
月

二
日
米

桝
付
役
御
差
出
｡

昭
利
二
舛
(
二
五
八
七
)
減
却
山
水
紡
糾
成
る
｡

以

上

先

文
六

年

よ

か
今

H
迄

二

LrTT七
十
年
間
に
二
十

七
回
の
大
洪
水
が
あ
み
､
平
均
十
年
に

.!
同
の
割
合
と

な

っ
て
ゐ
る
｡

(

≡

)

洪

水
郵

袋

藩
政
時
代
に
は
平

素
か

ら

土

俵

や
木
枕
を
準
備
し
'

叉
堤
防
保
護
等
種
々
の
封
兼
が
講
じ
ら
れ
て
ゐ
ね
｡
磨

滞
後
水
蜜
も
此
校
的
少
-
､
準
備
も
等
閑
に
附
せ
ら
れ

て
ゐ
た
が
'
明
治
四
十
年
に
は
樹
氷
二
丈
七
八
㌧
沿
岸

被
審
三
宵
四
十
八
苗
圃
は
及
ん
だ
｡
そ
こ
で
土
師
川
と

の
合
流
鮒
､
朝
岡
出
城
比
か
ら
町
の
北
淵
ま
で
六
押
入

固



十
岡
に
亙
っ
て
高
菜
二
丈
五
八
の
コ
ン
ク
-
-
ト
大
堤

防
が
築
造
さ
れ
た
｡
rJ
れ
が
馬
は
昭
和
五
年
昭
和
七
年

昭
和
九
年

の
約

一
吏
五
尺
乃
至
二
丈
は
近
い
大
樹
水
に

際
し

ても
被
客
は
殆
ん
ど
な
か
つ
ね
｡

町

民の
経
脇
に
よ
る
と
約
三
日
間
降
雨
が
績
-
と

一

丈
五
尺
内
外
の
増
水
む
見
る
轟
に
在
る
の
で
'
そ
の
危

険
が
あ
る
と
見
る
と
塵

･
箪
笥
等
の
荷
物
は
全
部
二
階

に
上
げ
､
床
上
浸
入
に
ょ
る
被
告
を
免
れ
る
｡
勿
論
二

日
乃
至

二
日
間
の
食
株
が
準
備
さ
れ
る
｡
浸
水
状
況
は

シ
ti'ア
マヅ

先
づ
下
天

津
の
狭
隣
で
停
滞
し
､
由
良
川
に
潜
ふ
両
知

山
北
方
の
山
陰
道
及
び
北
丹
線
が
浸
水
L

tそ
の
探
さ

が
約
三
米
に
及
ぶ
と
而
知
川
北
方
か
ら

浸

水

し
始

め

る
｡
を
の
状
況
は
井
戸
水
と
下
水
が
溢
れ
出
て
漸
次
床

上
に
及
ぶ
｡

以
上
の
様
な
浸
水
で
あ
る
為
に
補
作
及
び
桑
園
に
劉

す
る
被
害
は
少
-
V
P
却
っ
て
桑
周
に
は
肥
料
が
運
ば

れ
て
肥
沃
と
在
る

の利
が
あ
る
｡
唯
床
下
の
嬰

瓢
が
表

わ
難

い
の
で
恵
疫
流
行
の
恐
れ
が
あ
-
早
-
乾
燥
せ
し

め
る
の
に
不
便
不
利
を
戚
じ
る
｡

昭
和
二
年
度
よ
-
町
に
水
防
組
が
組
織
さ
れ
カ
｡
洪

水
に
際
し
て
は
町
所
有
の
舟
を
浮
べ
高

一
に
僻

へ
る
.

年

一
同
の
出
初
式
も
行
は
れ
る
｡
減
水
に
際
し
て
は
持

ち
運
ば
れ
た
魔
境
を
南
方
の
高

い
土
地
か
ら
北

へ
漸
次

押
し
流
し
､
大
掃
除
が
行
は
れ
る
｡
度
々
流
失
の
憂
日

1.ト十
七

に
骨
っ
空
瓶
知
山
町
東
部
に
果
し
た
膏
無

瀬
橋
は
府
費

に
ょ
つ
て
昭
和
七
年
に
コ
ン
ク
-
1
ト
に
よ
る
近
代
的

椅
姓
に
な
み
大
堤
防
と
共
に
町

の
一名
所
と
な
る
に
到

っ
た
｡
(
完
)

耐
知
山
盆
地
と
山
良
川


